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4/13 一戸支部・組合説明会

支部組合説明会＆
　　　　支部組合歓迎会
支部組合説明会＆
　　　　支部組合歓迎会

4/3 千厩支部組合説明会・歓迎会

4/2 中部支部・組合説明会

4/8 中央病院支部・組合説明会

　

四
月
か
ら
看
護
師
の
仕
事

を
休
ん
で
本
部
の
専
従
役
員

に
な
り
ま
し
た
。
中
央
執
行

委
員
の
内
藤
鈴
子
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
中
央
支
部

で
支
部
長
と
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
専
従
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
共
に
労
働
環

境
改
善
に
つ
な
が
る
運
動
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
頑

張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

組
合
専
従
に
な
り
ま
し
た

●●●●●●●●よ
う こ そ 県 医 労

へ
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病
院
当
局
が
、
私
た
ち
に
命

令
で
き
る
超
過
勤
務
は
無
制
限

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
使
で
結

ぶ
36
協
定（
時
間
外
労
働
・
休

日
労
働
協
定
）の
範
囲
内
で
許

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
超
え
た
分
を
請
求
で
き

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
５
年
春
闘
・
働
く
み
ん

な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト（
７
０
３

名
回
答
）で
は
、
時
間
外
労
働

が
20
時
間
以
上
と
の
回
答
が

26
・
６
％
、
そ
の
う
ち
賃
金
不

払
い
の
時
間
外
労
働
が
あ
る
人

は
51
・
７
％
で
し
た
。
業
務
に

か
か
る
時
間
外
労
働
は
す
べ
て

超
過
勤
務
で
す
。

　

具
体
的
に
業
務
と
は
ど
ん
な

こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
日
本
医
労
連
で
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
で
は
、「
始
業
開
始

前
の
情
報
収
集
業
務
」「
看
護

計
画
・
退
院
・
転
院
サ
マ
リ
ー
」

「
業
務
上
の
『
研
修
会
』『
委
員

会
』『
会
議
』」「
新
人
へ
の
指
導
」

「
臨
床
指
導
者
の
実
習
記
録
の

点
検
」「
プ
リ
セ
プ
タ
ー
業
務
」

「
看
護
研
究
」「
チ
ー
ム

会
」
は
全
て
業
務
で
す
。

昨
年
10
月
に
行
っ
た
看

護
指
導
監
と
の
懇
談
で

も
新
人
看
護
師
へ
の
指

導
は
業
務
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
採
用
者
で

あ
っ
て
も
同
様
で
す
。

働
い
た
分
は
き
っ
ち
り

請
求
し
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
な
く
す
こ
と
が
増

員
に
つ
な
が
り
ま
す
。

36
協
定
各
支
部
で
締
結
更
新

働
い
た
分
は
き
っ
ち
り
請
求
し
よ
う

　

４
月
11
日
、
い
わ
て
労
連
女
性
部

学
習
会
が
、盛
岡
市
の「
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
・

リ
ー
ベ
」
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学

習
会
は
、
女
性
部
役
員
に
よ
る
労
働
法

制
改
悪
の
ね
ら
い
を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
た

寸
劇
で
始
ま
り
、場
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

講
師
の
全
労
連
女
性
部
事
務
局
長
の

大
西
玲
子
さ
ん
は
、
様
々
な
実
態
調
査

を
も
と
に
「
日
本
が
世
界
で
一
番
働
く

母
親
に
厳
し
い
国
」
で
、
一
人
親
世
帯

の
貧
困
率
が
高
い
こ
と
を
紹
介
。

　

講
演
の
後
は
、
お
茶
と
ケ
ー
キ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
職
場
の

現
状
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
喫
茶
店
で

　
　
　
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
女
子
会

講
師
の
大
西
玲
子
さ
ん
と

聞
き
入
る
参
加
者

　４月15日、最低賃金の引き上げを
訴えるファストフード・グローバル
アクションが日本各地だけでなく、
世界中の労働者とも連帯し取り組ま
れました。
　盛岡では、大通り商店街のファス
トフード店前を移動しながら宣伝行
動を行い、署名やメッセージボード
記入にも取り組みました

 世界中の労働者が連携

最低賃金
1,000円以上に
4.15ファストフード・
グローバルアクション
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ら
の
撤
退
を
求
め
、
農
業
・
共

同
組
合
つ
ぶ
し
に
反
対
す
る
岩

手
県
民
集
会
」
が
、
産
ビ
ル
７

階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
３
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
鈴
木
宣
広
・
東
大
教

授
は
、「
農
業
改
革
」
の
特
徴

を
「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分

だ
け
」
の
人
々
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
紹
介
。
い
の
ち
・
健

康
・
暮
ら
し
を
犠
牲
に
し
て
も
、

環
境
を
痛
め
つ
け
て
も
、
短
期

的
な
儲
け
を
優
先
す
る
人
々
と

ア
メ
リ
カ
の
一
部
大
企
業
の
都

合
の
い
い
よ
う
に
農
業
を
変
え

る
こ
と
が
安
倍
政
権
の
本
質
で

あ
る
と
解
説
し
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
食
と
暮
ら
し
を
守
り
、

豊
か
な
日
本
の
地
域
社
会
を
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
奮

闘
す
べ
き
時
、
と
強
調
し
ま
し

た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
、
わ

か
り
や
す
い
講
演
に
、
用
意
さ

れ
た
著
書
は
完
売
で
し
た
。

　

集
会
後
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら

の
撤
退
を
！
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し

ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
に
よ
る
農
業
つ
ぶ

し
の
攻
撃
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
あ
わ

せ
て
「
農
協
組
織
の
株
式
会
社

化
」
な
ど
、
急
速
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
将
来
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

３
月
28
日（
土
）、い
わ
て
食
・

農
ネ
ッ
ト（
い
わ
て
食
・
農
・

地
域
を
守
る
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）が
主
催
す
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か

「
今
だ
け 

金
だ
け 

自
分
だ
け
」

「農業まもろう」と市内をシュプレヒコール

　４月５日、いわて労連や復興県民会議は久慈地
域労連や地元議員の協力を得て、野田村で震災後
３回目となる「お茶っこ会」を開催しました。地元
以外10名を含む全体参加者は38名。建築単価が坪
94万円に高騰している問題や、来年３月に災害公
営住宅へ入居しても５年後の払い下げも高くなっ
ているのではないかとの心配、低賃金による若者
の雇用のミスマッチの問題などさまざま出されま
した。住宅再建支援金の拡充は切実な要求です。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
業
改
革
、問
題
の
核
心
は

反
対
す
る
県
民
集
会
に
３
０
０
人

　４月18日㈯、36団体で構成された実行委員会主

催の「さようなら原発岩手県集会2015」が教育会

館大ホールで開催され、350人が参加しました。

　集会では福島在住の経済学研究者・後藤宣代さ

んが「フクシマからの声～放射能との闘い」と題し

講演。福島の人達が「風評被害」や「復興の足を引っ

張る」ことへのおそれから、放射能への不安を語り

にくい状況下にあることや海外では一般的な科学雑

誌でさえ、福島の放射能による生態系の変化等につ

いて掲載しているにも関わらず、原発の実害につい

て認めず、国民に知らせない日本の異常さを指摘し

ました。

　また福井地裁で昨年５月に出された大飯原発の運

転差し止めを命じる判決と、４月14日の高浜原発

再稼働を差し止める仮処分決定について触れ、それ

でも「粛々と進める」一点張りの安倍政権に対し、

世間に対する「焦りの表れ」だと指摘しました。

　最後に福島で今、再生可能エネルギーを活用する

新しい電力会社と新しい経済活動が立ち上がりつつ

あることを紹介し、「ここにこそ未来がある。さよ

うなら原発　こんにちは未来」と締めくくりました。

　集会後は、雨の中、太鼓や笛の音にのせて、にぎ

やかに市内をデモ行進しました（表紙写真）。

～いのちが大事  子どもをまもれ  未来をまもれ～
さようなら原発

国の支援を拡充して欲しい！国の支援を拡充して欲しい！
〜野田村中学校仮設住宅集会所「お茶っこ会」

会場入り口で血圧測定。左は久慈支部  韮山さん
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女性部

　

２
０
１
５
年

国
際
女
性
デ
ー

岩
手
県
集
会

は
、
３
月
８
日

盛
岡
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
80

名
（
県
医
労

か
ら
は
１
支

部
・
本
部
３

名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演

は
川
久
保
病
院

小
児
科
医
の
小

野
寺
け
い
子
さ

ん
。「
小
児
科

医
か
ら
み
た
子

ど
も
の
貧
困
」

を
テ
ー
マ
に
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
各
国
と
日
本

の
比
較
デ
ー
タ

を
示
し
な
が

ら
、
日
本
の
貧

困
率
の
高
さ
を

紹
介
。
特
に
一

日本の子どもの貧困は深刻
3.8国際女性デー岩手県集会

人
親
家
庭
で
は
、「
過
去
１
年

間
に
お
金
が
足
り
な
く
て
家
族

が
必
要
と
す
る
食
料
が
買
え
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
」
15
・
６
％
、

「
過
去
１
年
間
に
健
康
で
は
な

か
っ
た
が
医
療
機
関
に
行
け
な

か
っ
た
」
17
・
２
％
、「
受
診

で
き
な
か
っ
た
の
は
自
己
負
担

が
高
い
な
ど
の
経
済
的
理
由
」

38
・
４
％
と
、
食
費
抑
制
・
受

診
抑
制
が
起
き
て
い
る
実
態
を

報
告
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
・

４
つ
の
矢
と
し
て
①
食
の
保
障

②
学
習
権
の
保
障
③
進
学
保
障

④
労
働
生
活
の
連
結
の
施
策
を

示
し
ま
し
た
が
、
今
の
社
会
保

障
制
度
で
は
、
子
ど
も
が
貧
困

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
職
場
交
流
で
は
、

保
育
士
か
ら
勤
務
が
８
パ
タ
ー

ン
あ
り
、
持
ち
帰
り
残
業
を
し

て
い
る
実
態
が
話
さ
れ
、
児
童

養
護
施
設
で
は
児
童
１
人
あ
た

り
の
ス
ペ
ー
ス
が
ベ
ッ
ド
を
合

わ
せ
１
畳
半
し
か
な
く
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
難
し
い
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
ミ
モ
ザ
色
の
ス

カ
ー
フ
を
身
に
つ
け
、
花
を
掲

げ
て
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

  

参
加
者
の
感
想
で
は
、「
子

ど
も
の
貧
困
の
状
況
が
世
界
の

国
の
比
較
の
中
で
、
世
界
最
低

の
状
況
で
あ
る
と
わ
か
り
、
と

て
も
悲
し
い
。
尊
い
命
が
平
等

に
守
ら
れ
、
豊
か
な
成
長
を
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
」「
子

ど
も
の
環
境
を
支
え
る
教
職
員

の
環
境
が
劣
悪
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
現
政
権
の
流
れ
を
止
め

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

講
師
の
小
野
寺
け
い
子
小
児
科
医

職場交流で発言する児童養護施設職員（左）と保育士（右）
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命ある限り
原爆の悲惨さを訴えたい
命ある限り
原爆の悲惨さを訴えたい

　

第
９
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不
拡
散

条
約
）再
検
討
会
議
が
、
４
月

27
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
国

連
本
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
会
議
へ
の
要
請
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
国
際
行
動
へ
全
国
か
ら

１
０
０
０
名
を
超
え
る
代
表
団

が
参
加
し
ま
す
。

　

４
月
８
日
、
出
発
に
先
立
ち

岩
手
か
ら
の
参
加
者
６
名
が
、

県
知
事
・
盛
岡
市
長
の
訪
問
、

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
被

団
協
派
遣
で
最
高
齢（
91
歳
）

の
斎
藤
政
一
さ
ん
は
「
６
度
目

の
渡
米
と
な
る
が
、
命
あ
る
限

り
原
爆
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た

い
」
と
被
爆
体
験
を
交
え
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
国
連
原
爆

展
・
証
言
行
動
に
つ
い
て
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
か
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
行
動

は
、
医
療
生
協
、
平
泉
町
職
組
、

洋
野
町
職
組
等
、
20
代
か
ら
30

代
の
６
名
を
含
む
15
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
手
か
ら
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
若
者
の

パ
ワ
ー
を
、
世
界
に
発
信
で
き

る
機
会
で
す
。

　

県
医
労
か
ら
は
、
佐
々
木
千

昭
中
執
が
、
４
月
25
日
～
５
月

１
日
の
７
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
「
核
兵
器
全
面
禁
止
の

ア
ピ
ー
ル
署
名
」
行
動
や
平
和

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
集
会
に

参
加
し
ま
す
。

被団協名誉会長  斎藤政一さん

記者会見で趣旨を発言する
　　岩手県生協連専務理事  吉田敏恵さん

第18回 日本医労連全国青年交流集会

　全国アクト（アクトインサマー）は、医療・介護・福祉に働く青年の２年に一度の大イ
ベントです。1980年に秋田・わらび座で第１回目を開催して以降、全国をまわりなが
ら開催しています。18回目の今年は東北・ふくしまで開催します。
　2015年夏は、『Let's enjoy ふくしまACT!!」をメインスローガンに全国の仲間と思い
切り交流して、友情と連帯の輪を広げましょう!!

2015年NPT
県知事・盛岡市長訪問、記者会見

核兵器廃絶へ新たな一歩

2015年
8月21日㈮〜23日㈰
磐梯熱海温泉・華の湯
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最
近
凝
っ
て
い
る
の
が

「
バ
ッ
ケ
味
噌
」。
お
に
ぎ
り
に

入
れ
た
り
、
お
弁
当
の
片
隅
に

入
れ
る
と
、
と
っ
て
も
良
い
味

と
香
り
が
で
ま
す
。

二
戸
支
部
　
阿
部
ヤ
ン

　

　

　

４
月
か
ら
の
新
し
い
職
場

は
、
残
業
が
３
～
４
時
間
は
当

た
り
前
の
職
場
で
す
が
、
な
ん

と
か
や
っ
て
い
け
る
の
は
、
人

間
関
係
の
良
さ
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
優
し
く
親
切
な
同

僚
達
、
中
で
も
師
長
自
ら
尿
器

介
助
を
は
じ
め
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

対
応
し
て
い
る
姿
に
驚
き
ま
し

た
。
そ
の
姿
に
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
状
況
を
当
た
り
前
に

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。絶
対
的
に
人
手
不
足
で
す
。

早
く
人
員
を
増
や
し
て
欲
し
い

で
す
。大

船
渡
支
部
　
ト
ン
ト
ン

　
「
晴
れ
た
五
月

の
青
空
に
」。
こ

れ
を
読
ん
で
、
思

わ
ず
口
ず
さ
む
人

は
、
も
う
少
数
派

に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
歌
声

（「
う
た
ご
え
」
と

い
う
標
記
が
い
い

の
か
）
は
、
か
つ
て
は
「
歌
声

運
動
」
と
し
て
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
古
い
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
に
さ
れ
、「
70
年

を
振
り
返
る
」
な
ど
の
テ
レ
ビ

番
組
の
中
で
し
か
、
知
ら
な
い

若
者
が
多
数
派
で
す
▼
「
歌
声

は
、
平
和
の
力
」
な
ど
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。
米
軍
基
地
撤
去

や
原
水
爆
禁
止
の
運
動
、
学
生

運
動
や
、
政
治
闘
争
の
場
面
で

も
、
集
ま
れ
ば
日
ご
と
夜
ご
と

に
歌
声
が
木
霊
し
ま
し
た
。
歌

う
こ
と
で
、
仲
間
の
一
体
感
が

養
わ
れ
ま
し
た
。
歌
詞
を
そ
ら

ん
じ
る
こ
ろ
に
は
、
い
っ
ぱ
し

の
「
活
動
家
」
に
▼
新
採
用
者

の
み
な
さ
ん
、
こ
の
県
医
労
新

３
月
号
パ
ズ
ル

３
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

リ
ア
ス
先
輩（
久
慈
支
部
）、

ア
ン
パ
ン
マ
ン（
二
戸
支
部
）、

太
っ
た
!?（
中
央
支
部
）、
桜

ロ
ー
ル（
中
部
支
部
）、
ベ
ガ

（
磐
井
支
部
）、
ひ
な
ま
つ
り

（
大
東
支
部
）、
三
浦
雅
映
、

は
な
ち
ゃ
ん（
大
船
渡
支
部
）、

み
た
マ
マ
、夢
見
る
お
ば
ち
ゃ

ん（
宮
古
支
部
）

　

最
近
、
視
力
低
下
に
悩
ん

で
い
ま
す
。
電
カ
ル
の
お
か

げ
？
？
２
・
０
が
０
・
６
ま
で
低

下
→
。
眼
鏡
手
当
金
復
活
し
な

い
か
な
？

中
部
支
部
　
ひ
ー
ち
ゃ
ん
マ
マ

　

　

　

４
年
前
の
震
災
の
こ
と
、
日

が
経
つ
に
つ
れ
て
、
忘
れ
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。
あ
の
時
、
電

気
の
大
切
さ
、
普
通
の
生
活
が

で
き
る
こ
と
が
幸
せ
な
の
だ
と

痛
感
し
た
は
ず
な
の
に
…
。
い

つ
ま
た
大
き
な
地
震
が
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
日
の
こ

と
を
忘
れ
ず
に
い
る
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

磐
井
支
部
　
ベ
ガ

　

　

　

春
で
す
。
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
が

た
く
さ
ん
来
ま
し
た
。
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
我
が
子
の
成
長
を
み
る
よ

う
に
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。
み

な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
。

中
央
支
部
　
み
っ
ち
ぃ

聞
を
見
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合
（
略

称
：
県
医
労
）
に
加
入
し
た

方
々
で
す
ね
。
ま
だ
、
加
入
し

て
い
な
い
仲
間
に
、
声
を
か
け

て
下
さ
い
。
新
し
い
歴
史
に
１

ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
私
た
ち
だ
と
。
日
々

の
仕
事
、
暮
ら
し
、
生
活
の
向

こ
う
に
、
新
し
い
世
界
が
待
ち

構
え
て
い
ま
す
。
そ
の
世
界

は
、
私
た
ち
の
手
で
つ
か
み
取

る
、
選
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
▼
40
年
前
の
若
者
は
そ
れ
を

信
じ
、
仲
間
と
集
い
、
議
論
し
、

世
界
中
の
人
々
の
平
和
の
た
め

に
、
よ
り
よ
き
世
界
の
た
め
に

行
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

心
に
「
う
た
ご
え
」
が
あ
り
ま

し
た
。
悲
し
い
時
、苦
し
い
時
、

そ
し
て
勝
利
し
た
時
も
、
仲
間

と
う
た
っ
た
歌
が
あ
り
ま
し
た

▼
「
心
に
太
陽
を
、
く
ち
び
る

に
歌
を
」。
カ
ラ
オ
ケ
を
超
越

し
、
仲
間
と
社
会
と
連
帯
す
る

「
う
た
ご
え
」
を
メ
ー
デ
ー
で

響
か
せ
ま
し
ょ
う
。　
　
（
は
）



社会保障改革の新段階と対抗運動の展望
～医療・介護・社会保障の充実を～

いま、子どもたちのいのちをみつめる…
東京電力福島第一原発事故の現状と健康障がい

　　医療法人孝星会 ますみクリニック　青山 浩一先生

6/12金 宝山ホール
（鹿児島県文化センター）

鹿児島大学法科大学院教授　伊藤 周平先生

1日目

6/13土 鹿児島大学
（郡元キャンパス）2日目 分　科　会　9：00～16：00

市民フォーラム 12：00～16：00

記念講演

特別報告

定期大会日程

6月19日㈮～20日㈯
　県医労第71回定期大会
　　　　（盛岡市つなぎ温泉「ホテル紫苑」）

7月3日㈮～4日㈯
　県医労女性部第58回定期大会
　　　　　（花巻南温泉峡「ホテル志戸平」）

7月25日㈯～26日㈰
　県医労青年部第58回定期大会
　　　　（盛岡市つなぎ温泉「ホテル大観」）

５月の予定
１日（金）	 第86回メーデー

３日（日）	 憲法記念日のつどい（プラザおでって）

16日（土）	 ナースウェーブ集会（プラザおでって）

18日（月）〜22日（金） 

	 県内自治体キャラバン

23日（土）	 支部長会議（県民会館）

23日（土）〜24日（日） 

	 岩手医労連青年部プレアクト in 花巻

29日（金）〜31日（日） 

	 日本医労連第25回平和ツアー in 沖縄

６月の予定
６日（土）〜14日（日）

	 国民平和大行進・県内行進

７日（日）	 第61回岩手県母親大会 in 盛岡（都南文化会館等）

12日（金）〜13日（土） 

	 医療研究全国集会（鹿児島県）

19日（金）〜20日（土） 

	 県医労第71回定期大会（ホテル紫苑）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

５
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


